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上
久
下
自
治
会
長
会
は
、
令
和
４
年
度
の
各
自
治

会
長
選
出
が
終
了
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
３
月

24

日
に
新
旧
合
同
で
自
治
会
長
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

新
し
く
選
出
さ
れ
た
自
治
会
長
は
、
青
田
・
中
島
拡

次
氏
、
下
滝
・
野
見
山
眞
澄
氏
、
篠
場
・
村
上
俊
明

氏
、
畑
内
・
柳
川
瀬
進
氏
、
北
太
田
・
竹
内
修
氏
、
太

田
・
片
瀬
正
史
氏
の
６
人
で
す
。
昨
年
度
か
ら
引
き

続
い
て
任
に
就
か
れ
る
の
は
、
阿
草
・
藤
原
敏
宏
氏

と
上
滝
・
大
野
剛
氏
の
２
人
で
す
。
今
年
度
の
自
治

会
長
会
会
長
に
村
上
俊
明
氏
、
副
会
長
に
は
柳
川
瀬

進
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
自
治
協
議
会
と
各
自
治

会
の
発
展
の
た
め
に
、
ご
尽
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。 

地
域
の
伝
統
産
業
で
あ
る
檜
皮
葺
を
含
む
「
日
本
伝

統
建
築
工
匠
の
技
」
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登

録
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
自
治
協
議
会
主
催
で
檜

皮
葺
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
第
２
弾
を
３
月
５
日
と
６
日

に
開
催
し
ま
し
た
。
会
場
の
丹
波
竜
の
里
公
園
に
建
て

た
東
屋
の
屋
根
を
檜
皮
で
葺
く
体
験
で
、
合
計

26

人

が
足
場
に
登
っ
て
職
人
の
指
導
の
も
と
竹
釘
を
打
ち
付

け
て
い
く
作
業
に
没
頭
し
て
い
ま
し
た
。 

昨
年
暮
れ
に
第
１
弾
を
開
催
し
た
時
か
ら
３
回
目
の

参
加
に
な
る
小
川
地
区
の
親
子
は
、「
す
っ
か
り
檜
皮
葺

の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
次
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
開
催
日
が
決
ま
っ
た
ら
教
え
て
下
さ
い
」
と
楽

し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
令
和
４
～
５
年
度
の

事
業
と
し
て
、
昨
年
度
に
引
き
続
い
て
丹
波
県
民
局
の

「
地
域
再
生
活
動
の
次
世
代
へ
の
承
継
事
業
」
の
補
助

金
と
、
新
た
に
丹
波
市
の
「
活
躍
市
民
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
事
業
」
応
援
補
助
金
を
受
け
て
、
東
屋
を
も
う
一

基
建
設
す
る
予
定
で
す
。
現
在
建
設
済
の
東
屋
と
合
わ

せ
て
２
枚
の
屋
根
を
何
回
も
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
仕

上
げ
て
い
く
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
予
定
日
は
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
な
ど
で
告
知
し
ま
す

の
で
、
地
域
の
方
々
も
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
参
加
し
て
、

伝
統
技
術
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
し
て
も
ら
い
市
外
へ

の
Ｐ
Ｒ
も
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み

に
檜
皮
葺
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
第
３
弾
は
、
５
月

21

日

（
土
）
と

22

日
（
日
）
の

10

時
か
ら
開
催
す
る
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

丹
波
地
域
恐
竜
化
石
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
推

進
協
議
会
が
３
月

20

日
に
、
上
滝
の
発
電
所
記
念
館

と
丹
波
竜
化
石
発
掘
現
場
を
会
場
に
し
て
、
篠
山
層
群

の
化
石
に
つ
い
て
専
門
家
が
語
る
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
朝
か
ら
ス
タ
ッ
フ
数
人
が
多
く

の
撮
影
機
材
を
設
置
し
テ
ス
ト
を
重
ね
て
、
オ
ン
ラ
イ

ン
セ
ミ
ナ
ー
が
午
後
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
出
演

は
人
と
自
然
の
博
物
館
の
池
田
忠
弘
主
任
研
究
員
と
、

筑
波
大
学
の
田
中
康
平
助
教
の
二
人
。
そ
し
て
地
元
か

ら
村
上
茂
さ
ん
が
ゲ
ス
ト
と
し
て
出
演
し
ま
し
た
。
こ

の
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
は
「
Ｊ
ａ
ｃ
ｋ
ｐ
ｏ
ｔ(

大

当
た
り)
化
石
研
究
を
語
り
つ
く
そ
う

in

篠
山
層
群
」

と
題
し
て
、
専
門
家
か
ら
発
掘
調
査
の
生
の
声
が
聞
け

る
こ
と
や
質
問
タ
イ
ム
が
あ
る
こ
と
を
売
り
に
し
て
、

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
ま
し
た
。
池
田
先

生
か
ら
は
、
丹
波
竜
化
石
発
見
か
ら
現
在
ま
で
の
篠
山

層
群
の
多
種
多
様
な
化
石
発
見
の
説
明
（
古
代
両
生
類

を
中
心
に
）
が
あ
り
、
田
中
先
生
か
ら
は
専
門
の
恐
竜

自
治
会
長
会 
新
役
員
決
ま
る 

 

令
和
４
年
４
月
20

日 
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檜
皮
葺
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

第
２
弾 

開
催 

 

屋根に近い高さまで足場を組んでいます 

篠
山
層
群
オ
ン
ラ
イ
ン 

セ
ミ
ナ
ー
開
催
さ
れ
る 

 

卵
化
石
の
詳
し
い
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
質
問
タ
イ
ム

で
は
、「
ど
ん
な
場
所
で
化
石
が
出
易
い
で
す
か
？
」

と
か
、「
な
ぜ
こ
の
仕
事
を
選
ん
だ
の
で
す
か
？
」
と

い
う
よ
う
な
素
朴
な
疑
問
が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
題
字
の
内
容
で
検
索
す

れ
ば
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

職人さんが丁寧に教えてくれます 

発電所記念館での撮影の様子 現場で発掘調査の再現をする池田・田中両氏 

 



大きな丹波竜を分担して塗上げ 完成した丹波竜を前にして記念撮影 

4・5年生を前にして発表する 6年生 

在校生に見送られる卒業生 5人の新一年生 

 
リニューアルされた顔出しパネル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２
月
28
日
、
上
久
下
小
学
校
６
年
生
が
丹
波
竜
化

石
発
掘
現
場
に
集
合
し
て
、
卒
業
記
念
で
丹
波
竜
の
ペ

ン
キ
塗
り
に
取
組
み
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
歓
声
を
上

げ
な
が
ら
も
丁
寧
に
ペ
ン
キ
を
塗
り
、
約
１
時
間
で
ピ

ン
ク
色
の
丹
波
竜
を
再
現
し
て
く
れ
ま
し
た
。
参
加
し

た
児
童
た
ち
は
「
私
た
ち
が
塗
っ
た
丹
波
竜
を
多
く
の

人
た
ち
に
見
に
来
て
欲
し
い
。
上
久
下
が
も
っ
と
賑
や

か
に
な
っ
た
ら
嬉
し
い
で
す
」
と
感
想
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
地
域
学
習
で
丹
波
竜
の
事
な
ど
を
た
く
さ
ん

学
ん
で
き
て
、
６
年
間
の
地
域
へ
の
思
い
が
詰
ま
っ
た

一
言
に
感
動
し
ま
し
た
。 

 

上
久
下
小
学
校
６
年
生
は
２
月
10
日
に
大
空
学
級

発
表
会
で
、
９
月
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
人
権
に
つ
い

て
の
学
習
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
ま
ん
延
防
止
等
重

点
措
置
期
間
の
影
響
で
保
護
者
の
参
加
も
な
く
、
４
～

５
年
生
の
み
が
聴
衆
す
る
状
況
と
な
り
ま
し
た
が
、
６

年
生
達
は
人
権
に
つ
い
て
同
和
問
題
か
ら
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
ま

で
幅
広
く
問
題
を
追
究
し
、
自
分
の
考
え
を
的
確
に
発

表
し
て
い
ま
し
た
。
会
場
の
４
～
５
年
生
も
、
次
は
自

分
た
ち
が
勉
強
す
る
立
場
に
な
る
た
め
、
真
剣
に
聞
き

入
り
発
表
の
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。 

上
久
下
小
学
校
（
八
尾
滋
樹
校
長
）
で
、
３
月
23
日

に
卒
業
証
書
授
与
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
も

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
来
賓
は
３
人
に
絞
ら
れ
、
保
護
者

や
在
校
生
が
見
守
る
な
か
感
染
防
止
に
気
を
配
り
な
が

ら
の
卒
業
式
と
な
り
ま
し
た
。
八
尾
校
長
か
ら
「
12
歳

の
あ
な
た
た
ち
は
、
６
年
後
に
は
18
歳
に
な
っ
て
成
人

し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
自
覚
を
も
っ
て
行
動
し
て
下
さ

い
。
そ
し
て
地
域
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち
続
け
て

下
さ
い
」
と
言
葉
を
贈
ら
れ
て
、
15
人
が
小
学
校
を
巣

卒
業
記
念
で
丹
波
竜
ペ
イ
ン
ト 

 

大
空
学
級
の
発
表
会 

 

４
月
８
日
、
満
開
の
桜
の
も
と
で
上
久
下
小
学
校
は

５
人
の
新
入
生
を
迎
え
ま
し
た
。
担
任
に
な
る
関
先
生

か
ら
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
大
き
な
声
で
返
事
を
し
て
、

緊
張
し
な
が
ら
も
元
気
一
杯
の
様
子
で
し
た
。
八
尾
滋

樹
校
長
か
ら
「
大
き
な
声
で
挨
拶
を
し
て
下
さ
い
。
自

分
の
命
も
他
人
の
命
も
大
事
に
し
て
下
さ
い
」
と
二
つ

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
、
児
童
を
代
表
し
て
柳
川
瀬
暖
都

君
か
ら
「
み
ん
な
で
一
緒
に
楽
し
く
学
校
生
活
を
送
り

ま
し
ょ
う
」
と
歓
迎
の
言
葉
を
も
ら
っ
て
、
上
久
下
小

学
校
の
一
員
に
な
り
ま
し
た
。
令
和
４
年
度
の
全
校
生

は
45
人
、
３
年
生
と
４
年
生
が
複
式
学
級
で
勉
強
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

上
久
下
小
学
校 

入
学
式 

 

平
成
24
年
に
神
戸
夙
川
学
院
の
大
学
生
４
人
が
描
い

た
顔
出
し
パ
ネ
ル
は
、
元
気
村
か
み
く
げ
を
訪
れ
る
人

た
ち
の
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
活
躍
し
て
き
ま
し
た
が

10
年
経
っ
た
昨
年
暮
れ
に
傷
み
が
激
し
く
な
っ
て
解

体
し
ま
し
た
。
元
気
村
か
み
く
げ
が
小
松
さ
ん
に
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
工
事
を
依
頼
し
、
絵
と
ペ
ン
キ
塗
り
は
地
域

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
が
担
当
し
て
、
苦
心
作
が
４
月
に
完

成
し
ま
し
た
。
新
し
く
な
っ
た
顔
出
し
パ
ネ
ル
で
親
子

の
歓
声
が
上
が
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

元
気
村
の
顔
出
し
パ
ネ
ル
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル 

 

上
久
下
小
学
校 

卒
業
式 

 

５
月
の
予
定 

◆
５
月
13
日
（
金
）
午
後
７
時
30
分
～ 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

恐
竜
の
里
づ
く
り
部
会 

◆
５
月
14
日
（
土
）
午
前
９
時
～ 

 
 
 
 
 
 

地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
清
掃
（
太
田
） 

◆
５
月
19
日
（
木
）
午
後
７
時
30
分
～ 

  

自
治
会
長
会 

◆
５
月
10
日
（
火
）・
24
日
（
火
）
午
前
10
時
～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

恐
竜
時
計
台
の
カ
フ
ェ 

◆
５
月
21
日
（
土
）・
22
日
（
日
）
午
前
10
時
～ 

 
 
 
 

 
 
 
 

檜
皮
葺
き
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

  

立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
元
気
村
か
み
く
げ
か
ら
は
、
丹

波
竜
の
強
運
御
守
り
と
文
具
セ
ッ
ト
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。 


